
















































































































































































































































































































































































































































































































































年 ?? 学者 全訪問者 平均在籍学期数
1548～60 2024 9814 392
1561～70 1970 11133 557
1571～80 2528 15825 791
1581～90 2421 12999 650
1591～00 3480 21334 1068
12423 71105
1601～10 3087 18339 916
1611～20 3294 19616 981
1621～30 2711 16917 846
1631～40 2074 13269 664
1641～50 2459 13104 655
13625 81245
1651～60 4989 28829 1441
1661～70 5546 33246 1662
1671～80 4503 27757 1388
1681～90 5162 29958 1498
1691～00 5090 31164 1558
25290 150954
1701～10 5592 27042 1352
1711～20 7190 35993 1800
1721～30 6736 28963 1448
1731～40 6560 32822 1641
1741～50 5134 26311 1315
31212 151131
1751～60 4032 20760 1038
1761～70 2676 14060 703
1771～80 2230 11239 562
1781～90 2983 14340 717
1791～00 3655 18767 938
15576 79166
1801～10 1844 11256 371
1811～20 2226 8822 441
1821～30 2091 10408 520
1831～40 2282 9497 475
1841～50 2293 8272 413
10736 48255
1851～60 2543 8268 413
1861～70 2750 8777 438
1871～80 2993 9108 455
1881～90 3902 12106 605
1891～00 4376 13782 689
16564 52041
1901～10 8047 24214 1211
1911～20 9512 41039 2052
1921～30 15447 48890 2445









年 正規学生 内女子 遠隔地学生 内女子 研究生 内女子 外国人 総　計
1971 5112 27131783 196 190 55 30 7115
1972 5346 2810 1741 219 172 60 59 7318
1973 4937 30151393 221 156 64 65 6551
1974 46942900 1005 165 130 54 71 5900
1975 4668 2821 781 171 115 56 62／37 5663
1976 4526 2636 683 143 llO 60 84／51 5454
1977 4633 2637651 118 81 48 91／55 5511
1978 4506 2542 683 128 81 37 93／50 5413
1979 4436 2321 707 153 70 33 104／38 5355
1980 4482 2524 649 153 103 37 97／47 5378
出典　S．Schmidt（Hrsg．），　Aima　mater　Jenensis　Geschichte　der　Universittit　Jena，　Weimar；
　　　　　Hermann　B6hlaus　Nachfolger，1983．　SS．500－501．
　　　　　　　　　　　　　　　　第3表　イエナ大学の教員数（1961～1980年）
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73
66
71
77
81
76
84
87
88
93
92
97
105
109
110／5
106／5
111／6
114／9
118／11
出典　S．Schmidt
　　　　　Universittit
　　　　　1983．S．502．
?????????????????
22
24
27
28
27
29
31
31
31
34
34
34／3
37／3
40／4
40／5
39／11
????????
（Hrsg．），　Alma　mater　Jenensis　Geschichte　der
Jena，　Weimar；Hermann　B6hlaus　Nachfolger，
（590）
ドイツの都市と大学（2）
などの付属施設をもつ。（42）
　現在，ゲーテ・アレーにある大学本部（旧校舎）の建物のほか，主要校
舎は東独時代に建築された26階建て高さ120mの円筒校舎である（43）が，隣地
が光学機械製造のツァイス本社であって，校地が狭隆な為，今後学生数が
伸びた場合，大学の郊外への外延を当然余儀なくしょう。学生だけが入る
ことを許される古い地下壕，学生クラブ「ローゼン・ケラー」は，学生た
ちの精神的な自治活動とオアシス活動の中心となっている。
　注
（1）A．Patschovsky／H．　Rabe（Hrsg．）Die　Universittit　in　Alteuropa，　Kon－
　stanz；UVK　Universittitsverlag　Konstanz　GmbH．1994，　S．151．
（2）E．Maschke／J．　Sydow（Hrsg．），　Stadt　und　Universitat　im　Mittelalter　und
　ln　der　frUheren　Neuzeit，　Sigmaringen；Jan　Thorbecke　Verlag，1977，　S．154．
（3）　Schmidt（Hrsg．），　Alma　mater　Jenensis　Geschichte　der　Universitat　Jena，
　Weimar；Hermann　Bhlaus　Nachfolger，1983．　SS．16－27．　Ver6ffentlichung
　der　Friedrich　Schiller－Universit註t　Jena，　Friedrich　Schiller－Universitat
　Jena，発行年記載なし，　VIL，　Ver6ffentlichung　der　Friedrich　Schiller－
　Universitat　Jena，　Friedrich　Schiller－Universitat　Jena，　Eine　Dokumenta－
　tion　zum　30．　Jahrestag　ihrer　Neuer6ffung，発行年記載なし，（以下FSUJと
　略称す）VII．，　E　H．　Guse，　Jena，　Leipzig；F。　A．　Brockhaus　Verlag，1980，　SS．
　10－11．
（4）E．H．　Guse，　Jena，　Leipzig；F．　A．　Brockhaus　Verlag，1980，　S．10．
（5）S．Schmidt（Hrag．），　op．　cit．，　S．28。
（6）Deutscher　Hochschul　FUhrer，　Band　1，　Stuttgart；Raabe　Verlags－GmbH，
　1992，SS．316－322．
（7）
（8）
（9）
（10）
（11）
（12）
（13）
Borkowsky，　op．　cit．，　S．1．
GdUJ，　Bd．1，　SS．30－33．
GdUJ，　Bd．1，　S．35．
GdUJ，　Bd．1，　SS．55－56．
GdUJ，　Bd．1，　S．58．
S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SS．39－61．
GdUJ，　Bd．1，　S．65．
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（14）
（15）
（16）
（1の
㈹
GdUJ，　Bd．1，　S．71．
S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SS．63－94．
GdUJ，　Bd．1，　SS．167－175．
GdUJ，　Bd．1，　SS．243－296．
当時のフィヒテの生活に関しては，J．　G．　Fichte，　Die　Bestimmung　des
　Menschen，　Stuttgart；Philipp　Reclam　Jun，1962，後書きNachwort（S．214f．）
　に特に詳しい。またE．Borkowsky，　Das　alte　Jena　und　seine　Universitat，
　Jena；Eugen　Diederich，1908，　SS．143－144，　J．　G．　Fichte，　Uber　den　Begriff
　der　Wissenschaftslehre　oder　der　sogenannten　Philosophie，　Stuttgart；
　Philipp　Reclam　Jun．，1972，　S．8も参照されたい。
（19）F．Wiedmann，　G．　W．　F．　Hegel，　Reinbeck　bei　Hamburg；Rowohlt
　Taschenbuch　Verlag　GmbH，1965，　S．28．
???????????????
　Ploetz　Deutsche　Gesc
　Verlag　Ploetz，1979，　S．173．
⑫8》　S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SSユ68－169．
⑳　E．Borkowsky，　op．　cit，，　SS．254－258．
⑳　E．Borkowsky，　op．　cit．，　SS．259－263．なお当時の学生活動の詳細に関しては，
　GbUJ　Bd．1，．　SS．348－360．を参．照されたい。
（31）　GdUJ，　Bd．1，　SS．451－494．
（32）W．Stein，　Der　grosse　kultur　Fahrplan，　MUnchen／Berlin；F．　A．　Herbig
　　Buchhandlung　GmbH，1990，　S．991．　Ver6ffentlichung　der　Friedrich　Schiller－
　　Universitat　Jena，　Friedrich　Schiller－Universittit　Jena，　S．81・
??????????
22
E．Borkowsky，　op．　cit．，　S．202f．
E．Borkowsky，　op．　cit．，　S．237．
F．Wiedmann，　op．　cit．，　S．30　u．　S．142．
FSUJ，　IX．
E．Borkowsky，　op．　cit．，　S222．
E．Borkowsky，　op．　cit．，　SS．94－97．
GdUJ，　Bd．1，　SS．319－450．
E．Borkowsky，　op．　cit．，　SS．249－254．，　W．　Conze　u．　V．　Hentsche1（Hrsg．），
　　　　　　　　　　　　　　　hichte　Epochen　und　Daten，　Freiburg／Wtirzburg；
GdUJ，　Bd．1，　SS．468－488．
S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SS．279－281．
この辺の経緯に関しては，GdUJ，　Bd．1，　SS．585－601に詳しい。
FSUJ，　IX－X．
S．Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　SS．287－302．
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B8）　FSUJ，　IX－X．
B9）S．　Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　S．502．
ω　S。Schmidt（Hrsg．），　op．　cit．，　S．501．
④）The　Commission　of　the　European　Communities，　Directory　of　higher
　education　institutions　in　the　European　Community，　Second　ed．　Brussel；
　ECSC－EEC－EAEC，1993，　p．145．
㈲　Deutscher　Hochschul　FUhrer，　Band　1，　Stuttgart；Raabe　Verlags－GmbH，
　1992，SS．316－322．
㈲　Baedekers　ReisefUhrer，　Ostfildern－Kemnat　bei　Stuttgart；Verlag　KarI
　Baedeker，　S．388．
2．ゲッチンゲン（G6ttingen）
（1）ゲッチンゲンの概況と市史
　ゲッチンゲンは，古くから遠い故郷を後にして来ている学生たちをかな
り大事にし，また学生にとっても至極楽しい都会であったらしい。この町
のハノーファー・ザクセン風の異国文化が，この地で学ぶ学生たちを一層
洗練させ，陶治することに役立った。ドイツでは，学友会に入りたての新
入生を由来「狐殿」と呼んだが，1880年頃の狐たちは，ゲッチンゲンの学
生生活を，次のような逸話で彩っている。「それにしても，学生のビール酒
場の費用は決して安くはなく，月に12～20マルクだったが，朝のコーヒー
は，我々にとっては御法度だった。ゲッチンゲン大学は昔から進歩的な大
学Arbeitsuniversitatだったが，この町では，朝からビールを飲むことは，
最大の敬意で見られていた。いやそればかりか，至って真面目な学生です
ら，大学の講義に出る前に，もう居酒屋でジョッキを傾けていた。」ω
　現在ニーダー・ザクセン州に属するゲッチンゲン市は，面積116．89平方
キロ，’W高138～426m，人口134000の緑の多い中都市である。（2）ゲッチンゲ
ン市のことを，人々は，しばしば「大きな大学をもつ小都市」と親近感と
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多少のユーモアを込めて椰楡しがちだが，その場合，この都市には，250年
以上になんなんとするアカデミズムの歴史以前に，400年にも及ぶ長い商業
活動の歴史があり，この町が輝かしい自治の歴史を誇る都市であったこと
を，看過していると言って良い。ゲッチンゲンの名称は，溝とか水路とか
を意味するgutaと言う言葉から由来しているが，その名称は，1000年以上
にも亘って用いられ続けて来ており，その語gutaを語源とするGutingiの
村に，一つのヴィーク（Wik：商人集落）が出来た。そしてゲッチンゲン
は，10世紀になると，gutaとかGutingiなどの名称で，人々に呼ばれる小
集落となっていた。既に953年の古記録には，皇帝オットー1世（Otto　I）
が聖モーリッツ（St．　Moritz）僧院とマグデブルクのイノツェンツ（Innozenz）
とに対して，Gutingi村の所領を与えると，記載されていると言う。（3）かくて，
12世紀の公爵ハインリッヒ獅子王（Heinrich　dem　L6wen）治下の時代に
は，既に都市法を付与される迄になっていた。ω換言すれば，この市は東西
に走る商人街道と，南北に走る商人街道との二つの商人街道「一説には，
ヘルヴェーグ・シュトラーセ（Hellweg　Str．）とケーニヒス・シュトラー
セ（K6nigs－Str．）との交差点に開けた集落（5）がその起こりで，その後，こ
こに市場が開かれて，商業地として発展したと言える。そして，早くも，
915年には，標高155mのハーゲンベルク山頂の城砦ケーニヒスファルツ・
グローネ（KOnigspfalz　Grone）に登る為のライネ川舟航用の河港として，
初めて古文書に登場し，前記のように，953年には，Gutingi村とPfalz　Grona
の名称で，再び史料に記録されるに至っている。そして12世紀には，前述
のハインリッヒ公爵によって，都市づくりが行われ，その後13世紀初頭に
は，初めて都市としての権能を持つに至っている。具体的に言えば，1211
年には，前記のように，商人街道の交差点に位置していたこの町に都市法
が成立し，1293年には，市域を拡大する迄になっているが，（6）この間，1230
年頃になって，町の長老たちや市民の書いた記録文書で，始めて町の概況
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や輪郭が推察しうる迄に発展しており，1232年には，商業特権をこの地の
支配者から付与されている。三つの尖塔と右向きの獅子を象ったゲッチン
ゲン市最古の都市印章Stadtsiegelが始めて出来たのは，13世紀後半の1278
年である。⑦そして，市民たちの生業と商業活動とは，当然のことながら，
安全と保護を要求したから，彼らの周りに城壁と堀とを築くことが必要と
なり，13世紀初頭には，保塁の新設が始まったが，1292年に，城内（intra
muros）と城外（extre　muros）との間が完全に塁壁で区切られた。城内の
旧市内には，聖ヨハニス（塔屋は1119年より着工），（8）聖ヤコビ（1245年の古
文書に始めて登場，現存），（9〕聖ニコライ（1256年の古文書に始めて登場）（10）
の3教会が高く天空に甕立し，他にドミニカ派とフランチスカ派の2僧院
があったと言う。（11）そして1290年以降マリエン教会が新たに建設される。〔12》
　本格的に堀と城壁が整備されたのは，それから遙か後の1362～1547年で
あるが，この町の初めての開花期は，それと前後する1351～1572年で，こ
の期間，ハンザ都市同盟に属して，政治的にも有力な地位を占めるに至り，
人口も2500人に達していた。そして，1530～1600年の期間に，市内には，
イタリア風の市民の様々な家屋が続々と建ち始め，1545年，まず市内中心
のマルクトに商人ギルデハウスが造られた。現在，バージューサー・シュ
トラーセ5番地に，当時の形態のまま残るギルデハウス・ユンケルンシェ
ンケは，初期ルネッサンス様式三層建ての建物で，ゴチック家屋建築の原
型と言われ，その頃美しさとモダンさを大いに喧伝された建物であるが，
1556年，現在地に建築されている。また鍛冶職のシュミード・ギルデハウ
スは，1572年市の目抜き通りのウエーンデル・シュトラーセ（Weender　Strasse）
とマルクト広場との角地に，次いで，製靴職のシューマッハー・ギルデハ
ウスは，1580年に新築されている。（13｝
　17世紀になって，1618～48年の30年戦争の後に，この町の経済的な停滞
安定期が続くが，ゲッチンゲンは市民自治の町として着実に発展した。（14）そ
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して彼等の自治活動は，当然に経済的な発展を志向した為，1351年以降鋳
造され続けて来たゲッチンゲンの刻印をもつ独自の貨幣（グロッシェン・
ペーニッヒ，ターレルなど）が，15世紀から16～17世紀にかけ，数次に及
んで，彩しくこの地で鋳造され続けている。（15》1698年，ハノーファー選挙侯
となったゲオルグ・ルートヴィッヒ（1714年以降イギリス国王ゲオルグ1
世）の時代に，この町の文化はますます発展し，取り分け，1727年に選挙
侯とイギリス国王を継いだ息子のゲオルグ2世の時代に，彼の絶大な庇護
の下に，この町はいよいよ隆盛となった。そして1732年頃から大学づくり
の機運が俄かに進展して，（16）1737年，遂に念願の大学を創立し，　1748年には，
大学は選挙侯の訪問を受ける迄に至っている。ゲッチンゲン大学に自らの
名を冠せしめたのは，その創立に力を尽くしたゲオルグ2世で，彼は治世
開始後10年目に文教都市実現の夢を果たしている。（17｝
　ゲッチンゲンの歴史の中で，ライトモチーフを成すのは，絶えず開明を
志して来た町と学術研究の府＝大学との絶えざる交流の旋律だ。まず前記
のように，1737年選挙侯ゲオルグ・アウグスト・フォン・ハノーファー（ゲ
オルグ2世）Georg　August　v．　Hannoverが，大学を正式にこの地に設け，
自由な思想の啓蒙を目指して，絶対的な研究教育の自由を保障した。女子
学生やユダヤ人学生が初めて入学を許され，講義を聞けるようになったの
は，この大学を以て嗜矢とする。そして大学と関連したマニュファクチャ
ーの発展が見られるようになり，19世紀には，この町に独自の地場産業が
根を下ろして，次第に発達するようになる。㈹即ち，一流の印刷・出版業と
織物業の発展がそれである。まず印刷・出版業について触れておけば，国
民の知的な水準の堅実さに因るものか，或いは15世紀中葉以来，マインツ
に住んだグーテンベルクなどの先人が，聖書印刷で多年培って来た伝統的
な印刷技術の卓抜さによるものか，この国には，由来目配りの利いた良心
的な学術出版物が多いが，ゲッチンゲンは今日でも印刷出版業の一大拠点
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の名に相応しい。すなわち，以前からこの地で操業していたオランダ人印
刷工ヴァンデンホーク（Abraham　Vandenhoeck）が，大学創設に先立つ
こと2年の1735年，大学設立計画当事者との間に契約を結び，これまでの
出版印刷業務の他に，大学関係の出版物や書籍の刊行事業を始めている。（！9）
市内の目抜き通りウエーンデル・シュトラーセで操業を始めたAkademische
Buchhandlung　Calv6rが，この会社であった。（2°）その後1766年，書籍出版
業者ディートリッヒ（Johan　Christian　Dietrich）が事業の操業を開始する
と，この会社と，ヴァンデンホークの未亡人アンナとその支配人カール・
ルプレヒト（Carl　Ruprecht）との共同経営になる会社との間に，熾烈な競
争が展開されて，町の印刷出版業はいよいよ隆盛になり，ゲッチンゲンは
書籍出版の町として全ドイツに有名になった。だが，その後19世紀になる
と，大学の活動と民家の増加とによって，その都市像は間もなく一変し，
織物業が地場産業に新たに付け加わって，土地の産業も次第に多様化する
に至る。かくて，手工業者とその家族は，より安定的な働き場として，市
場の日常的定期的な開設の許可を要請する様になったが，この地で特にこ
の時期に発展したのは，ゲッチンゲン風と言われた伝統織物の生産であっ
た。当時500人の職工の働いていたグレーツェル（Gratzel）社の操業がそれ
である。（21｝このように，この町は，書籍出版業と織物業とによって，18～19
世紀に大いに発展した。
　現在，市の中心にあるマルクト・プラッツには，1369年の礎石のあるア
ルト・ラットハウス（旧市役所）が立ち，1901年以来，ゲッチンゲンのシ
ンボルとして市民に親しまれて来た驚鳥を連れた可憐な少女の銅像Gan－
selieselの立つ噴水があり，市民の格好な憩いの場となっている。この銅像
は，ゲッチンゲン地方に古くから伝承されていた民話に因むものだ。そし
て，市内にはヤコビ・キルへ，聖ヨハニスなどの古い教会が往時のままの
姿で甕え，またハーペンディーク，パァウリナー・シュトラーセ，クルツ
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エ・シュトラーセや，ユンカー酒場のあるバルフユーザー・シュトラーセ
などには，かつての繁栄を偲ばせる木組み三・四層建ての家々が現存して，
この町の往時の歴史を回顧させている。
　1993年現在の市の人口は，128299人，面積11687平方キロ（人口密度1098
人／平方キロ）（22）周囲のゲッチンゲン地区全体を含めても，面積1117平方キ
ロ，人口265000人（人口密度238人／平方キロ）で，（23）至って閑静で落ち着い
た仔まいの都市環境と言ってよい。
　注
（1）Th．　EIIwein，　Die　deutsche　Universittit　vom　Mittelalter　bis　zur
　Gegenwart，　Frankfurt　a．　M．；1992，　SS．208－209．
（2）　Das　deutsche　Sttidtelexikon，　Stuttgart；Xenos，1993，　S．258．
（3）G6ttingen，　Ein　Bildband，　Text　v．　H－M．　KUhn，　u．　J－U．　Brinkmann，
　G6ttingen；Vandenhoeck＆Ruprecht，（以下GEBと略称する）S．5．
（4）　Handbuch　der　historischen　Sttitten　Deutschlands，　Niedersachsen／
　Bremen（以下HdhSD　NBと略称），Stuttgart；Alfred　Kr6ner　Verlag，　S。
　178．
（5）Das　deutsche　Sttidtelexikon，　op．　cit．，　S．259．尤も，この記述には，誤りが
　あるらしく，A．　Saathoff，　Geschichte　der　Stadt　Gdttingen，　G6ttingen；
　Vahdenhoeck＆Ruprecht，1937，　S．11の地図には，　Johnnisdammと言う石
　畳の道路が東西に走り，南北に走る無名の石畳道路と逆丁字形にクロスして
　いる。現地に問い合わせたところ，ゲッチンゲンには，K6nigsallee，　KUnigsstieg，
　K6nigswegと言う北郊から南北に走る道路はあったが，本文中に書いたHel－
　lwegと言う東西道路は，存在しなかったと言う。
（6）Diercke　Lexikon　Deutschland，　Augsburg；Weltbild　Verlag，1990，　S．173．
（7）　A．Saathoff，　oP．　cit．，　SS．28－29．
（8）　A．Saathoff，　op．　cit，　S．16．
’（9）　A．Saathoff，　op．　cit，　S．24．
（10）　A．Saathoff，　op．　cit．，　S．26．
（11）　HdhSD　NB，　S．178．
（12）　A．Saathoff，　oP．　cit．，　S．37．
（13）A．Saathoff，　op．　cit．，　SS．218－221．
q4）　Diercke　Lexikon　Deutschland，　op．　cit．，　S．173．
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　A．Saathoff，　op。　cit．，　SS．144－145．
　E．F．　R6ssler，　Die　GrUndung　der　Universitat　G6ttingen，　Gdttingen；
Verlag　v．　Vandenhoeck，1855，　SS．392－410
　Stich－Haltige，　Beitrage　zur　Geschichte　der　Georgia　Augusta　in　Gdttin－
gen，　G6ttingen；Handenhoeck＆Ruprecht，1987，　S．220
　Das　deutsche　Stadtelexikon，　op．　cit．，　S。259．
　GEB，　S．9．
　Stich－Haltige，　op．　cit．，　S．234．
　GEB，　S．9．
　Der　Fischer　Weltalmanach，　Zalen　Daten　Fakten，　Frankfurt　a．　M；
Fischer　Taschenbuch　Verlag　GmbH，1994，　S．154
　Diercke　Lexikon　Deutschland，　op．　cit．，　S．173．
②　ゲッチンゲン大学史素描
　総じて，ドイツの諸侯支配者は，大学を創立して地域文化を振興するこ
とが，その支配体制を維持する為にも必須不可欠なことを，常に側近から
献策され，支配者の心得として十二分に心得ていた。この国の大学史を顧
みて，特に痛感することは，支配者のそんな高通さと土地の人々の学芸愛
好的な気風が，長い歳月をかけて醸成されて来ていることであり，それが
歴史的な特徴となっていることだ。ゲッチンゲン大学の創立の経緯に関し
ては，A．　Staathoff，　Geschichte　der　Stadt　GOttingen　bis　zur　GrUndung
der　Universitat，　G6ttingen；Handenhoeck＆Ruprecht，1937と，写真入
りの史料が豊富に収録されているH－H－Heinrich（Hrsg。），　Stich－Haltige
Beitrage　zur　Geschichte　der　Georgia　Augusta　in　Gdttingen，　G6ttingen；
Handenhoeck＆Ruprecht，1987（以下Stich－Haltigeと略称する）や，
H．G．　Schlotter（Hrsg．），　Die　Geschichte　der　Verfassung　und　der　Fachbe－
reiche’р?秩@Georg－August－Universitat　zu　G6ttingen，　G6ttingen；Handen－
hoeck＆Ruprecht，1994に詳しいが，それらに拠れば，ゲッチンゲン大学
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の場合にも，政治支配者の大学への積極的な肝いり乃至は肩入れが濃厚に
見られ，例えば，教授は必ず所定の礼服を着用し，市参事会員は黒色，伝
導師はそれぞれ正式の衣服を，また学部の候補老は黒い絹のマントを着用
して叙任式に出席のことと言った類の選挙侯の数々の布告が，その都度，
厳めしく仰せ出されるなど，大学の諸行事が事あるごとに選挙侯から告知
され続けており，善かれ悪しかれ，王国の選挙侯立の大学としてのスター
トが，その揺藍期には見受けられる。1734～37年に開学した「近代的進歩
的」なゲッチンゲン大学も，王に特権付与を請願した時点から，大学づく
りはスタートしている。ωアングロ・サクソン系の国と違って，私立大学が
なく，現在も国公立大学のみが存続しているこの国の特徴でもあろうか。
　1737年，選挙侯ゲオルグ・アウグスト（ゲオルグ2世）が，大学を正式
にこの地に設け，自由な思想の啓蒙を目指して，絶対的な研究教育の自由
を保証したことは，既に市史の項で述べたが，この大学には，これまで他
の大学で認められなかった女子学生やユダヤ人学生の入学も始めて許され，
全ドイツから遊学して来ていた一般学生と共に，講義を聞けるほど，当時
としては進歩的な建学精神が振っていたと言われる。②そこで，まず開学に
至るまでの前史について触れておけば，設立前5～3年の1732～34年頃よ
り，関係者の間で大学新設に関する予備折衝が行われていた。レースラー
は当時の関係者たちの往復書簡を克明に収録しつつ，その経緯を詳細に述
べているが，（3）校章に，1737の数字とGA（Georgia　Augusta）の文字が刻ま
れていることや，この大学の正式の名称がGeorg－August－Universitat
G6ttingenであることが象徴するように，1737年，前記の選挙侯ゲオルグ・
アウグストが，大学をこの地に正式に開校させたのが，その開学のそのも
の由来である。開校の年1737年に制定された大学哲学部の規約には，「全て
の教授は，責任感をもって教育と信条の自由を堅持しつつ，それが宗教や
国家や公序良俗に反する教義でない限り，教育研究することを喜びとすべ
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きである」と定めていたが，この理念は，爾後，全学の精神的伝統となっ
て永く継承された。（4）そして開校後40年には，この大学は700人の俊秀を全ド
イツから集めるようになり，ドイツ最大の大学になったと伝えられる。（5》古
いヨーロッパの大学について記述した書物の中で，「啓蒙時代のドイツ大学一
ゲッチンゲン」を分担執筆したN，ハンマーシュタインは，この時期に「ド
イツの大学は多くの事績を成し遂げ，一斉に花開いたが，ゲッチンゲン大
学の場合にも，大学は啓蒙活動の中心的存在だった。そして，それがゲッ
チンゲン市の特質ともなった」と要約している。｛6）
　二百数十年に及ぷ大学史の中でも特筆大書されるべき政治事件は，1837
年F．C．ダールマン，　H．エヴァルト，　W．ヴェーバー，ヤコブ・グリム，
ヴィルヘルム・グリム＊，G．　G．ゲルビーヌス，　W．　E．アルプレヒトの七教
授が大学から追放された事件である。イギリスとの同盟が瓦壊した後，新
しくハノーファー王となったエルンスト・アウグストが，ゲッチンゲンの
法律家ダールマンの起草した憲法に違反したとして，前記の七教授がこれ
に抗議する為，連名の抗議文を提出したのを端緒に，事態はこれらの教授
たちの追放事件にと発展した。この事件は，自由な思想の啓蒙を目指して
活躍していたブルシェンシャフター（学友会所属学生）たちの正義感をい
たく刺激し，彼等の共感と支持を得た。そしてゲッチンゲンばかりでなく，
全ドイツ各地の教授や学生たちは，憤慨して立ち上がったが，1837年12月，
王エルンスト・アウグストは遂に七教授の追放告知書に署名し，3日以内
にハノーファーの地から退去することを命じた。運動に参加した教授や学
生ばかりでなく，何人かの民間人までも，同じ運命を担った。（7）当時，ヤコ
ブ・グリムは「青年たちの率直で清純な心は，学ぶ者たちもまた，あらゆ
る重要な生活関連事項や国家関係の全てを，彼等の純粋この上ない倫理的
な内奥の精神に照らして判断すべきであるとし，ひたすらに真実の追求で
応えようとした。その純粋さは決して嘘偽りではなかったが，法権力は余
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りに強かった」と述懐し，また翌1838年，「私の退任について」と題する弁
明書の中で，「七教授は自由主義の為の殉教者にも，英雄にもされた」と総
括しつつ，この事件を回顧している。（8）
　　＊ヤコブ・グリム，ヴィルヘルム・グリムの兄弟に関しては，G．　Seitz，　Die
　BrUder　Grimm，　Leben－Werk－Zeit，　MUnchen；Winkler　Verlag，1984，　SS．
　140－143，S．182。　H．　Gerstner，　BrUder　Brimm，　Reinbek　bei　Hamburg；
　Rowohlt　Taschenbuch　Verlag　GmbH，　S．69－86を参照されたい。これらの
　伝記によれば，兄弟はそれ迄ヘッセン選挙侯国に住んでいたが，その北に位
　置するハノーファー王国の古都ゲッチンゲンに招かれたのは，1829年であり，
　翌年兄ヤコブは正教授兼図書館司書に，また弟ヴィルヘルムは図書館司書に
　任ぜられている。ヴィルヘルムが員外教授になるのは1831年である。兄ヤコ
　プの講義を聴講した学生は，32～58名であったが，当時としては，かなりの
　人数であったと言う。そして，この地で，ヤコブは1835年「ドイツの神話」
　　を執筆した。だが，パリで七月革命が勃発し，フランスで自由主義が高揚し
　た1830年以降にあっても，ゲッチンゲンの自由主義思想に対しては，漸次暗
　雲が垂れこめ始め，兄弟の生活にも厳しい試練が待ちうけていた。すなわち，
　前記のように，七教授の抗議活動が思わぬ方向に展開し，勇戦奮闘した兄弟
　は，為に1838年10月，ヴィルヘルム夫人と共に，カッセルに移住せざるを得
　なくなるからである。（9）
　だが，この事件は，ゲッチンゲン大学への弾圧を誘発し，大学生活の萎
靡沈滞を招くこととなった。ベルリン，ミュンヘン両大学などの新興大学
がランクを俄かに向上し，ゲッチンゲン大学は空前の危機に当面した。そ
して，そればかりか，ゲッチンゲン大学の学生生活は，一層規律化され，
厳しく規制されて行った。1840年代の学生生活を律した規律原則を見ると，
「万人は自他とも異なるのであるから，丁重に接すべきこと」（第1条），「学
園（Collegium）内では，未知の隣人をじっと凝視したり，突然の質問によ
って彼の思索を中断させてはならない」（第3条），「学友会員（Burschen－
schaft）の名誉と胎持こそ，自らの所有し，自らに与えられた至上最高の価
値であるから，学生のみならず，市民に対しても，それを殿損する者は，
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名誉心なき人物と見倣され，果ては不評を買うことになる」（第14条）とあ
り，また「農民を見捨てるものは，蛮人である」（第19条）といった類いの
諸規律が，事細かく取り決められていた。（1°）当時の学生生活の一端が偲ばれ
よう。だが，このような学生生活も，欧州の動きからは孤立してはいなか
った。1848年3月，折から欧州各国の動きに刺激されて，革命的騒乱がベ
ルリン他のドイツ各地やウィーンで起こると，同月11日，ゲッチンゲンで
も，警察と学生との間に不穏な衝突事件が発生，また5月1日には，学生
たちの示威行進と大集会が行われている。（11）
　さて，1866年のプロイセンによるハノーファー王国の統合は，ゲッチン
ゲン大学関係予算の削減を招き，為に以後この大学からの文相の任命は絶
えたが，代わって，学部は訴願する権限を与えられ，プロシア政府も，1837
年以来続いていたこの大学の停滞状況に，漸く終止符を打つことが出来た。（12）
そして，教授の任用規定などの大学の内部規律も次第に確立されて行く。
1887年のゲッチンゲン大学教授昇進規定を見ると，「任用の承認の前に，学
部は教授候補者に対して，ドイツ語またはラテン語で所定事項を記載した
学位申請論文を提出させ，それにつき，予め諮問すべきこと（Dissertation）」
とか，「昇進は学位記（Diplom）の授与によって行うこと」「手数料は在来
通り459マルクとし，その内150マルクは，論文審査の申請時に提出すべき
ものとする」などの諸規定が列記されている。㈹このような大学内部の規律
化と任用規定の厳格化に伴って，教授陣もますます充実した。1904年，こ
の大学の教授となった近代化学療法の創始者工一リッヒ（P．Ehrlich）は，
1910年，サルバルサンの画期的な合成に成功している。そして，それと並
んで特筆すべきことは，数学・自然科学部門が益々充実し，20世紀を迎え
るに及んで，ガウス（C．F．　Gauss）をリーダーとするこの大学の数学研究
者陣が世界の数学研究の中心となったばかりか，医学部も発展して独自
の臨床部門を設置するに至ったことである。第一次大戦後，外国，取り分
　（603）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33
　　　　　　　　　　　政経論叢　第64巻第5・6号
けアングロ・アメリカ文化圏との学術交流が活発となり，ゲッチンゲン大
’学への財政援助も強化されて，周辺国との国際的な連携交流も一層壁んと
なった。かくて，1919年樹立されたヴァイマール共和国時代を通じて，大
学人はさしたる政治的対立に煩わされることもなく，極めて平和的に研究
に没頭出来たが，1933年ナチスが政権を掌握すると，事態は俄かに一変し
た。ナチス政権が，物理学者でありノーベル賞受賞者であるフランク（J．Frank）
とマックス・ボルン（M．Born）とを大学から追放したからである。その
後，1939年の第二次大戦勃発に至る迄の最大の事件は，暗い谷間の時代に
辛うじて敢行された創立200年祭祝典（1937年）であったと言えよう。とも
あれ，1933～45年のナチス時代は，ゲッチンゲン大学にとっても，苦難と
試練の時代であったと言えよう。
　だが，不幸中の幸いと言うべきか，この大学の場合，戦禍は比較的軽微
であったので，1945年，大学は逸早く講義を再開することが出来た。1952
年農業経済学部が生れ，また1962年経済社会学部が移転を完了，そして1969
年には，学部の新編成が行われて，14学部の陣容となった。この大学は，
18世紀には，学生の大多数が，法学と自然科学と哲学の専攻者であり，啓
蒙哲学者G．C．リヒテンベルクや数学者T．マイヤーなどを育んでいるが，（14）
19世紀になると，大学は，ヤコブ・グリム，ヴィルヘルム・グリムなどの
言語学研究や考古学研究が中心となり，次いで20世紀初頭には，自然科学
の分野で，幾多の画期的な発見と社会的寄与を行った。その創立以来の構
成と専攻学部の編成は，時代の要請の影響を受けて，かなり変遷＊しつつ発
展して来た様子が窺われる。
　＊その変遷の詳細については，H．　G．　Schlotter（Hrsg．），　Die　Geschichte　der
Verfassung　und　der　Fachbereiche　der　Georg－August－Universitat　zu
G6ttingen，　G6ttingen；Vandenhoeck＆Ruprecht，1994，　SS．18f．を参照され
たい。
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　次に，最近の学部別構成に触れおけば，1983年当時，①神学（新教），②
法学，③医学，④歴史哲学（教育学，文化人類学，民族学，東洋学，歴史，
ドイツ文献学，スカンジナビア学，英文学，フィンランド・ウガンダ文献
学，古典文献学，中世ラテン文献学，ロマン語文学，スラブ学，インド・
ゲルマン語学，考古学，美術史，音楽理論，哲学，先史・原史学），⑤数学
（数学，物理学，天文学，化学，鉱物学，古生物学，地理学，生物学），⑥
森林学，⑦農学，⑧国民経済学（経済統計学，オペレーション・リサーチ，
企業経済学，経済教育学，社会学，政策学，出版・コミュニケーション理
論，社会政策，一般教育学，学校教育学，心理学，専門教授法，新教教育
学）の8学部であったが，（15）1993年以降の大学要覧によれば，現在は，①神
学，②法学，③医学，④歴史・文献学，’⑤数学，⑥物理学，⑦化学，⑧地
理学，⑨生物学，⑩森林学などの他に，農学，経済学，社会科学，教育学
などの計14学部にと，拡充強化されている。また社会政策研究所，歴史地
域研究所，森林政策研究所，マックス・プランク研究所などの多彩な研究
機関で，この大学独自の研究活動が行われていることも特徴的だ。㈹また既
に1737年以来開設され，1836年には一万種を越す植物数を集めていたと言
われる植物園も，整備されている。（17）尤も，これらの大学の設備や構成も，
現在の学生気質には，かなり古めかしく感ぜられるらしく，伝聞によれば，
時代離れし過ぎていて，さながら博物館まがいだと酷評する学生もあると
言う。
　1981～82年現在，教員数560，研究職2200，学生数26153と言われるが，㈹
御多分にもれず，最近では，この大学もかなり大衆化して来ており，1992
年学生数3万を超えたと言われている。キャンパスは，現在リングを挟ん
でGeorg－August－UniversitatとUniversitatの二つに分かれ，ゲッチンゲ
ンが大学都市を名乗るほど広大だ。前者には，医学部，農学部，理学部な
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どの主として自然科学系の諸学部が，また後者には，神学，文学，法学，
経済などの文化系諸学部の建物がある。
　昔から，ここで学んだり研究した人々の中には，鈴々たる人物が多く，
1990年迄に，29名がノーベル賞を受賞している。（19｝後に，ドイツ帝国の宰相
となったビスマルクが，若かりし日の前期課程時代（1832～33年，彼17～18
歳）に，ヘレン教授の歴史学講義を聞き，深く歴史に感動したのも，この
大学である。歴史家モムゼンは，自著『ビスマルク伝』の中で，「17歳の時，
彼は法律を学ぶべくゲッチンゲンに赴いたが，他の教科の講義は一切聴か
ず，専らヘレン教授の歴史学と国法学の講義だけを聞いていた。そこで得
たヨーロッパの国家体制に関する見方や見識が，後年の彼をかなり支配し
た。序でに言えば，若きビスマルクは，学生団体Hanoverに加入し，当時
極めて評価の高かったこの町での勉強には，とんと熱を入れず，学生生活
の喜びを満喫することに没頭していた」と記述している，（2°）ヤコブ・グリム，
ヴィルヘルム・グリムの兄弟やノーベル賞受賞者J．フランクとマックス・
ボルンが，本大学の教授であったことは，既に述べたが，その他にも，数
学者であると共に物理学者，天文学者であったC．F．ガウスや，ガウスと
共に1833年電信を発明したW．E．ウェーバー，（21）更には，近代化学療法の
父P．エーリッヒも，この大学の教授として研究に打ち込んでいる。
　注
（1）A．Patschovsky　u．　H．　Rabe（Hrsg．），　Die　Universitat　in　Alteuropa，
　Konstanz；UVK　Universittitsverlag　Konstanz　GmbH，1994，　S．23．
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（3》　E．F．　R6ssler，　op．　cit，，　SS．3－410．
（4）L．Boehm／R．　A．　MUller（Hrsg．），　Hermes　Handlexikon，　Universitaten
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むすび
　これまでにベルリン，ボン，イエナ，ゲッチンゲンなどの場合を素材と
して，私はドイツの都市と大学の歴史を見て来たが，これらの四大学に特
徴的に言えることは，ドイツでは，権力者による上からのタテの文化育成
の努力が，歴史的にもかなり濃厚で，それが幾多の名門大学を生み出して
来ていることである。もとより，このことが，大学にとって好ましいか否
かは，別の検討を要するが，ともあれ，それがドイツの大学の特徴であっ
たことを，まず指摘しておきたい。
　都市と大学の相関関係に関しては，ドイツ比較都市史研究所主催のコロ
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キウムで，既に数年来活発な議論が行われている。かなり自省的で良心的
な総括であるが，その問題状況を要約しておけば，①市民生活と大学生活
の相剋関係は全く除去され尽くした訳ではなく，当該都市と大学との対立
も，過去には，少なからず見られた。②大学は当該都市との距離を縮める
為に，長期的には，さしたる努力を余り傾注して来なかったことが反省さ
れる。地域に住むものとしての当然の自覚が，大学人にも必要であろう。
③それにも拘らず，都市と大学の間の交流関係に，大学はある程度の寄与
を行って来ている。④前近代的な都市では，経済的な利用価値を，大学か
ら性急に求め過ぎる嫌いがあること。⑤都市の将来展望に合わせて，大学
’の創立と大学の在り方に関する相関関係の類型学的分析を，今後は試みる
必要があることなどである。ドイツの研究者が行ったこのような総括は，
’極めて自省的な厳しさを秘めており，手放しの楽観論や大学人の功績の自
己顕示とは程遠いが，それだけに，その数々の指摘の信愚性を高めており，
安易な大学の誘致設立論に，厳しい警鐘を奏でるものと言える。ω
　本稿において，私はイエナとゲッチンゲンの場合を素材として，都市と
大学の相関関係を検討して来た。勿論，私も手放しの楽観論や大学人の功
績の自己顕示などに与する意図は更々ないが，それにも拘らず，前記両市
の場合には，かなり模範的な関係だと言えよう。もとより，本稿では，細
かな事象の個々の分析に堕さず，出来るだけロング・レーンジの歴史過程
から回顧するならば，些かは事の本質が掴めるのではないかとの思いで，
専ら叙述に努めたが，日暮れて道遠しの思いのみ繁く，私の念願して止ま
ない透徹した史眼に，一歩でも近付き得ただろうか。
　それにしても，歴史は須與片時も静止していない。今日，都市も大学も，
絶えざる変化を志向しており，改革を迫られていることは，言うまでもな
いが，私が特に心引かれるのは，過去幾星霜にも及ぶ厳しい風雪に耐え，
幾多の試練や困難を克服して，絶えず未来に挑戦し続けて来た都市と大学
　38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（608）
　　　　　　　　　　　　　ドイツの都市と大学（2）
の前進の歩みの逞しさである。いや対立や困難や障害があったからこそ，
都市と大学は，それぞれの相剋と緊張関係の中に，独自の前進を続け得た
とも言えよう。人間の知的な向上への情熱と念願が続く限り，両者の前進
は限りなく続くであろう。
　　注
（1）1993年3月に行われた「都市と大学」と題する第24回比較都市史春期コロ
　　キウムの記録が参考になる。H．　Duchhardt（Hrsg。），　Stadt　und　Universittit，
　K61n；B6hlau　Verlag　GmbH＆Cie，1993，　SS．X　II－XIII．
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